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第１章 南北線沿線まちづくりプランについて ■南北線沿線の人口及び地価の伸び率

高度経済成長期の仙台市は、人口増加に伴う市街地の外延的拡大などによって中

心市街地に慢性的な交通渋滞が発生し、公共輸送機関の運行効率の悪化など、市民

生活に重大な影響をもたらしていました。地下鉄南北線は、こうした都市交通問題

を解決するための骨格的交通機関として、1987（昭和62）年に開業しました。

本市は1999（平成11）年に都市計画の方針を策定して以来、拡大型の市街地形

成からの転換を図り、鉄道を基軸とした機能集約型の都市づくりを進めているとこ

ろですが、開業から35年が経過し成熟した市街地が形成されている南北線の沿線に

おいては、老朽化した建物や未利用地などが見受けられ、既成市街地の機能強化や

新たな賑わい創出を図ることが重要です。

本プランでは、2022（令和4）年3月に策定した「地下鉄沿線まちづくりの推進

プラン」のもと、南北線沿線の地域の皆さまと目指す将来のまちの姿やその実現に

向けた取り組み施策を共有するとともに、地域それぞれの特性や資源を生かした沿

線のまちづくりの取り組みを連携して進めるため、南北線沿線におけるそれぞれの

目指す将来のまちの姿やその実現に向けた取り組み施策を示します。

なお、本プランに示す都心地区は、南北線沿線（北四番丁駅～五橋駅）と東西線

沿線（大町西公園駅～宮城野通駅）を一体的に捉えたエリアとしています。

【地下鉄沿線まちづくりの推進プラン】 地下鉄がつなぐ“せんだい彩杜”

地下鉄の沿線地域は、本市の新たな個性、活力を創造する発展軸

「暮らす」「働く」「学ぶ・楽しむ」場所としての質を高め、多様な人々の活動の舞台として
「つかう」ことで、新たな魅力や価値を連鎖的につくりだしていく

行政
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【基本計画】 挑戦を続ける、新たな杜の都へ ～“The Greenest City” SENDAI～

【都市計画マスタープラン】 「選ばれる都市へ挑戦し続ける“新たな杜の都”」

鉄道を基軸とした十字の都市軸への機能集約を図る

評価・検証、改善・見直し 評価・検証、改善・見直し 評価・検証、改善・見直し

〈沿線まちづくりのイメージ〉
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沿線へ人口が集積

※各年10月1日時点の住民基本台帳を基に集計。2014年を基準(1.000)と
し、南北線各駅から半径1km圏内に少しでも含まれる町丁目を「南北線
沿線」、そのうち北四番丁から五橋駅を除いた範囲を「南北線沿線(都心
を除く)」としている。

南北線沿線の地価の伸び率
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※国が毎年実施している地価公示のうち、2014（平成26）年から2021（令和
3）年まで継続的に調査が行われている仙台市内のデータを抽出し、住
宅地と商業地、地下鉄沿線の内外に応じてクロス集計して算出したそれ
ぞれの年平均値について、2014年を基準（1.0）とした場合の伸び率をグ
ラフ化したもの。なお、南北線各駅から半径1km圏内に含まれる町丁目
を「南北線沿線」、そのうち北四番丁駅～五橋駅までを除いた範囲を「南
北線沿線（都心を除く）としている。
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■南北線沿線の概況

3 4

▋泉中央地区
泉中央地区は、1979（昭和54）年度に事業を開

始した土地区画整理事業（1999（平成11）年度完

了）により市街地整備が進められ、都市圏北部か

らの交通結節点である泉中央駅を有する利便性の

高い特性を生かし、泉区役所や商業施設、文化・

スポーツ施設、子育て支援施設など多様な都市機

能が集積しています。その他にも、憩いの場であ

る七北田公園や、多様な都市機能集積による高い

利便性を享受する集合住宅等が立地しています。

▋八乙女駅周辺地区
旧奥州街道の県道22号仙台泉線と県道37号仙台

北環状線が交差しており、かつて仙台鉄道（軽

便っこ）の駅が立地していたこの地区は、古くか

ら交通の要衝として発展してきました。地下鉄南

北線開通後は駅にバスが結節するなどさらに交通

の利便性が高められました。1960年代以降に順次

開発された住宅団地が広がっています。・・・・

▋黒松・旭ヶ丘・台原駅周辺地区
高度経済成長期以降に開発された成熟した住宅

地が連なっています。宅地の中に立地する緑豊か

な公園は市民の憩いの場となっており、市内でも

有数の緑地景観を創り出しています。また、科学

館や文学館などの文化施設も集積しており、学び

や遊びを育む場として利用されています。 ・

▋北仙台駅周辺地区
かつて大規模な工場が立地する住

工混合の地区でしたが、工場の移転

を契機として市街地再開発事業など

が行われ、現在は集合住宅や業務施

設、公共施設が建ち並ぶ市街地と

なっています。一方、北仙台駅舎を

はじめレトロな雰囲気の飲食店や商

店街も残っており、多くの寺社も立

地するなど、昔ながらのあたたかみ

も感じられる地域です。 ・・・

▋都心地区
都心地区は、「杜の都」の愛称で親しまれてい

る本市の中心に位置し、東北の玄関口として重要

な交通結節点である仙台駅を有し、商業・業務機

能や行政機能など多様かつ高度な都市機能が集積

しています。また、定禅寺通や青葉通、宮城野通

といったシンボルロードや個性あふれる店舗が並

ぶアーケード街に加え、国分町などの歓楽街や昔

ながらの横丁、主要な通りの裏路地などでは昼夜

問わず楽しめる多彩なコンテンツが充実するなど、

本市における交流や賑わい、杜の都の緑や景観な

ど本市の強みや魅力を生み出す空間を多く有して

います。 ・・・・・・・・・・・・・・・

▋愛宕橋・河原町駅周辺地区
藩政時代から続く商人や職人のまちであり、現

在もその時代を感じられる商店街や歴史的・文化

的価値の高い建造物が存在するなど、歴史的風情

を色濃く残す地区です。広瀬川など豊かな自然も

残り、河岸では地域のイベントが行われるなど、

歴史や自然と暮らしが共存しています。 .

▋長町地区
長町地区は、古くは奥州街道の宿駅であり、本

市南部の中心地として交通・物流の拠点として発

展し、商店街や青物市場に加え、工業が集積する

など都市基盤が整備されてきました。近年は、長

町駅貨物ヤードや工場等跡地での土地区画整理事

業（1997（平成9）～2018 （平成30）年度）に

よって誕生したあすと長町の市街地整備などもあ

り、JR・地下鉄長町駅周辺や地下鉄長町南駅周辺

を中心に、太白区役所や商業施設、文化・スポー

ツ施設などが集積し、その周辺の高い利便性を享

受する集合住宅が立地しています。 .

▋富沢駅周辺地区
南北線の南の起点駅として、土地区画整理事業

や都市計画道路の整備などにより都市基盤が整備

され、住宅の建築や商業・医療施設等の立地が進

み、交通利便性の高い良好な市街地が形成されて

います。地区内には新旧笊川が流れ、新笊川沿い

の桜並木や旧笊川沿いのケヤキなどの自然が、地

区に彩を添えています。 .
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第２章 将来のまちの姿と取り組み施策

１ 基本的な考え方

将来のまちの姿は、市民の皆様や事業者、行政がともに目指していく地下鉄沿線

のまちの姿です。沿線のそれぞれの地区の個性や強み、地域の現状やまちづくり団

体等の意見もふまえながら、みんなで共有するおおむね10年後の将来像として定め

ます。

将来のまちの姿に向けた取り組みを沿線のそれぞれの地区で進め、その取り組み

を連携させていくことで、都市軸としての魅力や価値が創出され、「地下鉄がつな

ぐ“せんだい彩杜”～十字の都市軸が織りなす、杜の都の多彩なライフスタイル～」

の実現につながっていきます。

本章では、地域特性などから設定した沿線地区について、それぞれの将来のまち

の姿を示します。また、将来のまちの姿の実現に資する具体的な取り組みと目標時

期も示し、地域主体のまちづくりや民間開発が着実に進むよう誘導していきます。

■本章で示している取り組み施策の凡例区分

5 6

2 沿線の交流を促進する取り組み施策

選ばれる都市を実現するためには、新たな都市活動や交流を創出するとともに、

駅ごとのそれぞれの地域特性を生かしたまちづくりを進め、それらを連携させなが

ら本市の発展軸を創造していくことが重要です。

こうした考え方をもとにまちづくりに取り組んできた東西線沿線に対し、都市交

通問題の解消を主な目的として35年前に開業した南北線の沿線においては、具体的

なまちづくりの方針がない中、沿線に様々な地域資源が生まれ、駅周辺にはそれぞ

れ特徴を持ったまちが形成されています。

このような認識のもと、沿線のそれぞれの地区の個性（色）を深めるとともに、

「駅と駅」、「まちとまち」をつなぐことによって沿線の魅力や価値を高め、多彩

な活動の場として選ばれるまちの都市軸を形成していくため、東西線のみならず、

南北線も含めた東西南北の地下鉄を介した地区間の交流促進に資する取り組みを推

進していきます。

市が事業者の取り組みを支援・誘導する施策

市が実施・検討する施策

市が市民の取り組みを支援・誘導する施策

2026（令和8）年度までに具体の取り組みや検討を行う施策

2030（令和12）年度までに具体の取り組みや検討を行う施策

2023（令和5）年度までに具体の取り組みや検討を行う施策

計画期間中、継続して取り組む施策
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■沿線の交流を促進する取り組み施策（その１）

本市の新たな交流を生み出すス
ポーツツーリズムの推進に向けて、
４つのプロスポーツ相互の連携し
たイベントの開催や誘客、地域密
着支援などに取り組みます。

関係機関と連携を図りながら、
MICEの誘致活動を行うとともに、
会議参加者が都心や地下鉄沿線の
観光施設などを回遊するような仕
組みやコンテンツづくりを行うな
どにより、交流人口の拡大と地域
経済の活性化を図ります。

「せんだい都心再構築プ
ロジェクト」の各種制度も
活用しながら、都心におい
て次世代放射光施設のデー
タ解析などの支援機能を有
する施設の立地に向けた企
業の取り組みを支援します。

1

国内外の防災力向上に貢献するため、青葉
山交流広場に整備を目指す中心部震災メモリ
アル拠点、荒井駅に併設されたせんだい3.11
メモリアル交流館や沿岸部の震災遺構、防災
について学び・考え・発信するイベント「仙
台防災未来フォーラム」を通じ、東日本大震
災などの災害の経験と教訓の発信や未来への
継承に取り組みます。

次世代放射光施設や産学官金連携によ
るサイエンスパークの整備が進む青葉山
新キャンパスを中心とした東北大学の各
キャンパスにおいて、国家戦略特区制度
等を活用した最先端サービスの導入・実
装を進め、東北の未来を牽引し、将来を
担う若者世代の力を最大限に引き出すま
ちづくりの拠点形成を図ります。

1

3

4

2

5

■沿線の交流を促進する取り組み施策（その２）

地下鉄をはじめと
した公共交通の利便
性向上、まちの賑わ
いや魅力の創出など
の効果が期待される
ＭａａＳの活用に取
り組みます。

6
音楽を通じた交流の拡

大につなげるため、駅や
沿線のホールを舞台とし
た「仙台クラシックフェ
ス テ ィ バ ル （ せ ん く
ら）」を開催します。

7

八木山動物公園や八木山ベニーランド、
仙台アンパンマンこどもミュージアム＆
モール、仙台うみの杜水族館など、沿線
のレクリエーション施設と地下鉄が連携
したイベントの開催などにより、地下鉄
の利用促進と沿線資源の魅力を発信して
いきます。

8

多面的な学びの機会をつくるため、博物
館や科学館、八木山動物公園など市内の
ミュージアム17館で構成する「仙台・宮城
ミュージアムアライアンス（ＳＭＭＡ）」
において、様々な情報発信や複数館が連携
した展示・イベントを実施し、単独館では
実施困難な新たな事業を展開していきます。

9

仙台の歴史・文化を多くの市民や来訪者に
親しんでもらうため、博物館や文学館、瑞鳳
殿など市内の９つの歴史・文化施設で構成す
る「仙台歴史ミュージアムネットワーク（歴
ネット）」において、施設間を回遊するイベ
ントの開催などに取り組んでいきます。

10

7 8

アーバンネット仙台中央ビル
提供：NTT都市開発株式会社
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駅周辺における回遊性の向上を図るため、

コミュニティサイクルの拡充について検討

します。

住まう快適性と安心が実感できるよう、

地域特性に応じて、暮らしに必要な生活

サービス施設（スーパー、飲食店、医療施

設など）を誘導するなど、土地利用のあり

方について検討します。

駅周辺にふさわしい土地利用や施設立地

が図られるよう、土地所有者等への働きか

けを行うとともに、土地区画整理事業、市

街地再開発事業や優良建築物等整備事業な

どを支援していきます。

「杜の都」仙台の伝統と個性を誰もが実

感できる景観の創生が図られるよう、仙台

市『杜の都』景観計画に基づいて、ゾーン

毎の建築物等の形態・意匠、高さ、色彩、

緑化の基準に基づく届出や違反広告物の除

却等により、良好な景観形成を図ります。

高齢者をはじめ住民の移動手段が確保さ

れるよう、路線バスの利用促進を図るとと

もに、公共交通のサービス水準の低い地域

においては、地下鉄との乗り継ぎ利便性を

高める停留所の設置や生活利便施設（医療

施設、スーパーなど）を経由する乗合タク

シーの運行等、地域のニーズに合った地域

交通導入について、検討段階における専門

家の派遣や運行維持への支援を行います。

駅や生活利便施設地域を経由する乗り合いタクシー

（燕沢地区「のりあいつばめ」）

DATE BIKE（せんだい都市交通プラン）

居住者や事業者などが主体となったまち

づくりの機運醸成に向けて働きかけを行う

とともに、地域で取り組むまちづくりにつ

いてはまちづくり支援専門家派遣制度の活

用などにより支援を行います。

市街地における浸水被害を軽減するため、

公園や道路で透水性舗装や雨庭を積極的に

整備するなど、みどりが有する雨水の貯

留・浸透機能をこれまで以上に活用します。

子どもたちの登下校中の安全を確保する

ため、学校関係者、宮城県警察、仙台市が

一体となって、通学路の合同点検を実施し、

交通安全対策を進めます。

土地所有者や事業者が都市計画提案制度

や地下鉄沿線まちづくりに係る都市計画提

案制度など各種制度の活用が容易となるよ

う、周知・支援を行います。

駅周辺の既存住宅地では、居住環境の改

善や防災性の向上が図られるよう、建築更

新の相談時などにおいて、共同建て替えな

どを誘導します。

地域コミュニティで相互に助け合う「共

助」の取り組みの推進を図るため、地域防

災の担い手となる仙台市地域防災リーダー

（SBL）の養成や活動支援を行います。
地域コミュニティで相互に助け合う「共助」の取り組み

（仙台市地域防災リーダー（SBL））

勉強会の様子

仙台市「まちづくり支援専門家派遣制度リーフレット」

青葉山公園センターにおける雨水浸透施設

整備イメージ（仙台市緑の基本計画）

通学路合同点検の様子（仙台市道路事業方針）

地区計画の変更により建設された商業施設（卸町）

共同建て替えイメージ 国交省HPより

３ 地区ごとの将来のまちの姿と取り組み施策

■共通の取り組み

市が市民の取り組みを支援・誘導する施策

市が事業者の取り組みを支援・誘導する施策

市が実施・検討する施策

9 10

荒井東土地区画整理事業（住宅ゾーン）

生活サービスの複合施設のイメージ

仙台市「杜の都」景観計画 ゾーン概念図


